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2 森谷 健 
ことが求められることになります。 
今後，学部および大学院での社会情報学教育が深化し充実し，社会情報学を学問的基盤とする研究
者が多く輩出されることでしょう。学界の状況を見れば，すでに輩出され始めていると言えるかもし
れません。学部が創設された後になって二つの「日本社会情報学会」が設立されるような学問状況で
は，学部教員が「宿命」として社会情報学と向き合わなければならなかったと考えます。では，これ
からの 20年，学部教員は社会情報学と向き合い，その成果を教育に反映させることに自覚的である必
要はなくなるのでしょうか。現代社会・高度情報社会は変動し続け，社会情報学も変容し続け，そし
て学生も変わって行くなか，学部教員が社会情報学と向き合い続け，よりよい学部を模索し続ける必
要があることは言うまでもないと思われます。 
「これは，単なる通過点ですから。」スポーツの世界で記録を打ち立てた選手が，事も無げに言う
ことがあります。現代社会における社会情報学の必要性と群馬大学における人文・社会科学系の学際
的学部の重要性に確信を持ちつつ，そして本記念号で示された「ある一面」を今後も大切にして，創
設 20周年を記念すべき通過点と考えようと思います。 
